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　2015 年 10 月から 2016 年 8 月に、群馬大学に在
籍する聴覚障害学生にインタビューを行った。「大
学入学以前～当初にかけての情報保障に対する考え















・D さん（幼稚部はろう学校、小学 1～4 年時通常
学校在籍、その後ろう学校在籍）、平均聴力両耳
100dB
３．結果
１）Ａさん
　 A さんは、幼稚部の頃から一貫してろう学校に
在籍していたため、聞こえる学生に囲まれた中での
学生生活は初めての経験だった。周りの聞こえる友
人とは音声付き手話で会話をし、手話のできない友
人とは筆談で話している。友人たちも手話サークル
に通うなど手話の習得に積極的である。
　大学で受ける情報保障はパソコンによる要約筆記
が中心。ゼミなどの対話形式の授業では音声認識ア
プリ（UD トーク）を使用している。
①エピソード１「聴こえる友人との外部での集まり」
　手話のできない聴こえる友人に誕生日パーティに
誘われたので行ってみた。中には手話のできる友人
が二人おり、みんなの会話を通訳してくれた。けれ
どその作業はとても大変なもので、手話のできない
友人が早口でしゃべりだすようになってからは次第
に手話が消えていった。わたしは最初に誕生日パー
ティを抜け出した。後日、友人に誕生日パーティの
時の気持ちを伝えると、「次の年の誕生日会では紙と
ペンを用意して A さんにも話が分かるようにしよ
う」と言ってくれた。
②エピソード２「ふとした時の情報保障」
　学祭のときに手話サークルのメンバーみんなで
ジャガバターのお店を開いた。その事前準備でメン
バーのみんなと集まることがあったのだが、ろう学
生だけ延々と無言でジャガイモを洗い、聴学生は口
話で楽しそうに話していた。また、相談や指示も口
話中心だったのでとても複雑な気持ちになった。
SNS でその時の様子や気持ちなどを発信したとこ
ろ、その次の準備からは仲のいい友人が「手話サー
クルなのだから、宣伝として手話を使うところをほ
かの人に見せよう」と言ってくれた。気づいてくれ
るといいなあという気持ちで呟いたのだが、こんな
に変わるとは思わず、驚いた。
③エピソード３「インフォーマルな場における情報
保障の本音」
　ゼミの飲み会では、友人がノートテイクや手話を
使って情報保障をしてくれる。しかし話の輪に入る
ことは難しい。もしそこで自分を出すと、飲み会の
主役である他の人が楽しめなくなってしまう。だか
ら、飲み会や聴こえる人との関わりの中では、いつ
も自分が埋もれていくような感じがする。
２）Ｂさん
　B さんは、幼児期より一貫して通常学校に通って
いた。そのため、群馬大学に入学して初めて他のろ
う学生（主に手話を使って会話をする聴覚障害学生
を本稿では「ろう学生」とする）と出会い、手話を知っ
た。そのろう学生との親交を深めていくうちに手話
を習得していったが、聞こえる友人とは音声と口話
を用いて会話をしている。情報保障を受けた経験は
大学に入るまでなく、群馬大学に情報保障体制があ
ることすら知らなかった。入学前の聴覚障害学生に
は情報保障の打ち合わせがあり、B さんも打ち合わ
せに呼ばれたが、「何もしてくれないのになんで入学
前に情報保障に関する打ち合わせがあるんだろう」
山　田　茉　侑・二　神　麗　子・金　澤　貴　之162
と思っていた。しかし、入学前打ち合わせの際に話
を聞くうちに、「自分は情報保障を受けて周りの学生
と対等に学ぶ権利があるんだ」と認識を変えた。
　現在はパソコンテイクを中心に情報保障を受けて
いる。支援者の輪が広がってほしいが、支援者と利
用学生の仲を大事にしたいとも思っている。そのた
め、障害学生支援室には交換ノートを置いており、
そこに支援者と自身とで、お互いの想いを綴りあっ
ている。
①エピソード１「ろう学生の存在が自分を変えた」
　ろう学生と話すうちに手話の世界に興味を持ち、
もっとろう学生と手話で話したいと言う気持ちが芽
生えた。ろう学生と話したり、大学の手話サークル
に通ったりしてますます手話の世界に入り込んでい
くようになった。
　このように、同じ聴覚障害のある学生との出会い
が自分を変えた。大学に入学するまでは、自身の障
害を「恥ずかしいもの」として隠して生きてきた。
例えば髪の毛を伸ばして補聴器を隠すなどしていた。
しかし、他の聴覚障害学生との出会いによって、手
話があること、聴覚障害者ではなく、「ろう者」であ
ることに誇りを持つ生き方があることを知り、今で
は自分の障害を隠すことをやめ、支援が必要である
ことを周りに伝えるようになった。コンプレックス
だった補聴器を見せるようにして聴覚障害をアピー
ルするなど、今では障害と向き合うことができてい
る。
②エピソード２「友人がしてくれた情報保障」
　友人たちとテーマパークに出かけた際に、観客と
キャラクターの会話を楽しむ、シアタータイプのア
トラクションに入った。しかし、観客と画面の中の
キャラクターとの会話が聞き取れず、困ってしまっ
た。わたしの表情を見て聞き取れていないことに気
づいた友人の一人が、耳元で会話を繰り返してくれ
た。しかし、その友人の声も聞き取れず、何度も繰
り返してくれたが、わからなかった。友人の声は静
かなシアター内でとても目立ってしまったようで、
周囲からは「何をやっているんだ」という目で見ら
れてしまい、自分が障害者であることが浮き彫りに
なってしまった。思わず友人に「それはいいから！」
と言ってしまった。
③エピソード３「聴こえる友人との会話」
　会話しているときは全体から類推しながら聞き
取っているため、分からない時に分からないと言え
ない。分からないところがあっても、次の発言で現
在の発言内容を類推できる場合もあるからさえぎる
ことはできない。友人は「分からない時は分からな
いと言ってほしい」と言うが、一体いつ分からない
と言えばいいのかが分からない。聴こえる友人との
会話中、「自分は大丈夫だ」と背伸びしており、聞こ
えなくても、その場に合わせて、笑っている自分が
いる。自分のそんな姿は友人にはお見通しで、「分か
らない時に分からないと言ってほしい」と責められ
る。どうすればよいのか答えはまだ出ていない。
３）Ｃさん
　C さんは、幼稚部の頃はろう学校に通い、そのあ
とは通常学校に通い、高校では再びろう学校に通っ
た。大学の聴こえる友人とは声を出しながら手話も
つけて会話をしている 1）。現在受けている情報保障
は、パソコンテイクが中心、話し合い授業の時は手
話通訳を活用している。
①エピソード１「サークル活動での情報保障」
　大学 1 年生のときから、知的障害を持った幼児と
遊んだりレクリエーションをしたりするサークルに
入っている。幼児の多くは聴覚障害が無いため、音
声でのやりとりを基本とするため、コミュニケー
ションが難しいこともあるが、同じサークル員は聴
覚障害についての理解があり、できる限り幼児の
言っていることを通訳してくれている。また、幼児
とのふれあいが終わった後にサークル員同士で話し
合いを行うのだが、その時も、一人ずつ順番に意見
を言うので、話者が重なることがなく、助かってい
る。このようなサークル内での環境があるのは、先
輩のろう学生も在学中に同サークルに所属し、「手話
があって当たり前」という環境が作られたからだと
感じている。ろうの先輩たちの取り組みが、次世代
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にも引き継がれ、そのおかげで自由にサークル活動
に参加することができている。
４）Ｄさん
　D さんは、幼稚部の頃はろう学校に通い、小学 1
～4 年まで通常学校に在籍した。親の仕事の都合で
転校し、小学 4 年の終わりから高校まではろう学校
に通った。大学に入り、周りの聴こえる友人とは手
話で会話をしている。現在受けている情報保障はパ
ソコンテイクと手話通訳である。理科の授業の実験
時や話し合い授業のときは手話通訳を活用してい
る。
①エピソード 1「聴こえる友人との関係の悩みと先
輩ろう学生の存在」
　大学１年の頃、同じ専攻の友人は手話を積極的に
覚えてくれた。また、手話通訳が来る前に講義が始
まると、友人が通訳をしてくれた。しかし、先生の
隣に立って目立つように通訳をしたり、先生がわた
しに質問した時に、通訳をしていた友人がわたしの
答えを待たずに勝手に答えてしまったりした。その
とき、「友人」という立場ではなく、「障害者」と「支
援者」の関係になってしまった。先生と一対一で声
を使って話している場面では、自分の発声と先生の
唇の形を読んで会話を成立させていたが、友人が通
訳に入ってきてしまったことがあった。そのとき、
間に誰かがいないと話すこともできないのだと思わ
れているような気持ちになり、悲しくなった。また、
ある友人から手話を教えてほしいと言われた際に、
ろう者である自身の表した手話は間違っていると指
摘され、モヤモヤした気持ちになった。友人たちと
楽しく過ごす反面、ところどころに「障害者」とい
う烙印を押されてしまう気がした。4 年生の今に
なって振り返ると、この孤独を誰にも言えなかった
し、支援が必要なだけの無価値な人間であることを
誰にも知られたくなかった。だからそう思うたびに、
うまく笑えているか、うまく周りに溶けこめている
かと、必死になっていた。しかしそう思えば思うほ
ど、「聴覚障害者」としての自分の姿が強く引き出さ
れてしまうだけだった。この友人関係の中で感じる
違和感を自分でもうまく説明できずにいた時に、あ
る先輩ろう学生に「支援者と障害者の関係になって
おり友達になれない」と話したところ、「私も、相手
とは通訳者以上の関係になりたい。本当の友達にな
りたい。相手の本当の姿を知りたい」、そう答えた
先輩ろう学生の言葉に救われた。自分だけ変な状況
にいるわけではないんだと安心し、このような問題
とはこれから先何年も付き合わねばならないことを
認識した。
②エピソード２「教育実習場面での情報保障と「ろ
う者」との出会い」
　教育実習での模擬授業の時に、子どもと直接話し
たいという思いから、手話通訳を一切使わない代わ
りに、発話を全てパソコンで表示する方法でやって
みた。しかし、友人から「手話を使う D が一番楽し
そう」という言葉をかけられ、自分はなにをやって
るんだろうと思った。
　実習中は学生同士が数人でグループを作り、助け
合いながら実習期間を過ごすことになっており、自
分は手話のできる友人一人、出来ない友人二人とで
同じグループになった。グループ内での話し合いは、
あえて仲のいい手話のできる友人に一切通訳を求め
ないようにした。その代わり、一人一人がグループ
の全員に伝わる方法をそれぞれが工夫して話すこと
に決め、いいスタートを切ることができた。だが、
忙しくなるにつれ次第に音声が多くなり、気づいた
ときは自分が得ている情報は視覚から得られる情報
だけで、音声情報は全く入ってこない状況になって
いた。このままでは、実習中の学びが保障されない
と感じ、群馬大学の障害学生サポートルームの職員
に相談したうえでグループの友人に対して、「わから
ないことが多すぎる、せめて今日の流れをリスト化
してほしい」と涙ながらに訴えた。そこから状況が
変わっていき、実習の最後は笑顔で過ごせた。視覚
情報だけの状況であっても、何も困っていないかの
ように振る舞うことができてしまうことによって、
音声情報が得られていないことを忘れられてしまう
体験をした。それとともに、手話劇や手話ポエムな
どといった、手話独自の表現方法を見ることで、手
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話が持つ奥深さを実感するようになった。また、「ろ
う文化宣言」（木村・市田，1995）を読むことでろ
う者とは何者かをはっきり認識した。そうして、よ
うやく大学一年の時から抱えていたモヤモヤと対峙
することができた。
③エピソード３「現在」
　大学 3 年の終わりごろ、ゼミの教授や成人ろう者
との関わりを通じて、手話は言語であり、日本手話
には独自の文法や語彙、論理的な構造があることを
知った。また、手話劇を見るようになり、成人ろう
者の奥深い手話表現の魅力に気づいた。さらに、「ろ
う文化宣言」を読み、「聴覚障害者」ではない「ろう者」
がいることを知った。そのとき、自身を「ろう者」
だとただ認識している状態から、具体的に「ろう」
とは何かを説明できる状態になった。それはつまり、
大学 3 年間を通して、自分は「聴覚障害者」として
ではなく、「ろう者」として周りの友人と関わりた
かったのだという潜在的な欲求があったことへの気
づきであった。これまで、聴こえる友人との関係の
中で感じた「モヤモヤ」について、「ろう者としての
誇りを持っている人」ではなく、「聴覚障害のある、
支援を必要としている人」としての関わりを強いら
れてしまうことへの、心と現状の不一致があったの
だと気づいた。それ以降、これまで受けてきたフォー
マルな情報保障に関する捉え方も変化した。ただ助
けてもらうだけの「受け身」の姿勢から、後輩のろ
う学生がより良い環境で学べるように、まずは自分
が主体性を持って、情報保障を活用していこうと決
心した。
４．考察
１）聴覚障害学生のニーズの変化
　A さんは、聴こえる友人らと遊ぶ時や、手話サー
クルでの活動時に聴こえる人同士の会話に手話が使
われず、その場から孤立してしまったが、そのこと
に聴こえる人は気づいていなかった。しかし、自分
自身の気持ちを正直に伝えたことで、相手が気づき、
さらに理解を示すようになった。この経験から、聞
こえないことと、どういう配慮をして欲しいのかを
伝えないと、聴こえる人には分からないということ、
そして、自分から伝えることで相手に気づきを促し、
自身を取り巻く環境も変化するのだということを体
験し、このことがインフォーマルな場においても、
友人に理解を求め情報保障の配慮を依頼することへ
の後ろめたさの減少につながった。
　B さんは、大学に入学して初めて手話に出会い、
手話で話をするろう学生と出会った。手話を学び、
ろう学生との親交を深めるうちに、聴覚障害は「恥
ずかしいことではない」と聴覚障害を肯定的に受け
入れるようになっていった。一方、聴こえる友人と
は音声で会話ができるが、状況や場面によっては聞
こえづらいこともある。ろう学生との出会いによっ
て、聴覚障害を隠すのではなく、聞こえづらいこと
を周囲にアピールし、必要な時に支援の必要性を伝
えることができるようになったが、インフォーマル
な場でどのような支援や配慮が必要なのかは B さ
ん自身もまだ模索中の段階である。自身の障害を前
向きに受け止め、大学でフォーマルな支援を受けた
ことによって、これまでは本人も気づかなかった
ニーズが顕在化され、インフォーマルな場での友人
との関係性の中で課題が表面化した。
　C さんの所属するサークル活動の場面では、ろう
学生に対する支援が体系化されており、C さん自身
は比較的自由にサークル活動ができた。この背景と
して、C さんが入学する以前に、別のろう学生が所
属していたため、当時を知る、当該ろう学生の後輩
学生が、C さんの先輩としてサークル内に残ってい
たことが大きな要因となっていると考えられる。
　D さんは、友人との関わりのなかで、手話による
インフォーマルな情報保障のあり方によっては、「支
援者」と「障害者」になってしまうことに違和感を
感じていた。しかし、大学で先輩のろう学生と気持
ちを共有し、障害を越えた友人関係を築きたかった
ことを認識し、成人ろう者との出会いと「手話」の
奥深さを知ったことで、自身の中で「手話」の評価
を再構築し、「ろう者」としての自分を自己覚知した。
そのことにより、大学におけるフォーマルな場での
情報保障の受け止め方、活用の仕方に変化をもつこ
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とができた。
　調査対象となった 4 人の聴覚障害学生は全員、大
学の講義というフォーマルな場で支援を受けている
ため、支援を受けることに対する抵抗感は少ない。
その上で、インフォーマルな場で情報が保障されて
いないことに対する違和感を感じ、聴覚障害学生自
身の支援ニーズが表面化することで、聴こえる友人
との間で、葛藤や摩擦が生じたと考えられる。しか
し、そのことは悪いことではなく、むしろそうする
ことで、聴こえる人々の中に聴覚障害に対する新た
な「気づき」を促すことができた。また、サークル
活動の場面では、聴覚障害学生がそこに所属したこ
とで、情報保障が体系化され、後輩の聴覚障害学生
にとっても活動しやすい環境になった。
　本研究では、聴覚障害学生が大学入学を機に
フォーマルな情報保障を受ける中で、支援を受ける
ことへの抵抗感が減少すると同時に、手話や他のろ
う者との出会いによって、自己の障害認識が肯定的
に変化する一方で、「支援が必要」というニーズが顕
在化されたことを明らかにした。また、それによっ
て、インフォーマルな場での情報保障のあり方に悩
み、聴こえる友人との関係性の中で違和感を感じる
などの、摩擦も生じることが示唆された。しかし、
聴こえる友人との関係性の摩擦が起きたことによっ
て、聴こえる友人に「気づき」を与え、また、聴覚
障害学生自身が、インフォーマルな場における情報
保障支援ニーズについて考えるきっかけにもなった
といえる。
5．さいごに
１）日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク
（PEPnet-Japan）による振り返りの機会
　学生生活の中で、情報保障を受けたうえで感じる
自身の困り感を発信する機会がほとんど無いため、
聴覚障害学生自身もそれを誰かに伝えるという経験
がなかった学生が多い。なぜなら、困り感を認識し、
周囲に説明することによって、自分が「障害者」で
あることを改めて認識してしまうからだ。しかし、
日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワークのシン
ポジウムでのポスター発表の参加を機に、4 人の聴
覚障害学生らは、自身がどれだけ分からない状況に
いるかに気づくと同時に、自身の障害について向き
合うことができた。
注
 1）群馬大学教育学部には障害児教育専攻があり、聴覚障害
特別支援の教員免許を取得できる背景もあり、他学部に比
べ、聴覚障害に理解や関心を示し、手話に興味を持って学
び始める学生が多い。
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